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社交上手なことわざシリーズ 

      「財布の底と心の底は人に見せるな」 

 誰にでもみだりに本心をあかしてはならぬし、又、金銭の

ことも要心するのが第一であるということ。軽々しく本心を

話して、その時はよくとも、立場をかえては誤解のもととな

り、利用されることもある。又、利によって動く人の多い世

の中、利のために害を加える者もでてくる。   Y.W 

W 

 

  

角野小学校の様子 

 6 年生の卒業制作として、

大きな木を描き、その葉に 6

年生全員の手形を押していま

す。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ８ 月 の 行 事 予 定 

１日（日） おはようラジオ体操 合同ｾﾐﾅｰ（2回目） 6:30～ 6:45 

４日（水） 角野分館おはなし会（幼児対象） 15:30～16:00 

 ５日（木） 老人クラブ会長会 9:30～12:00 

 ８日（日） おはようラジオ体操 合同ｾﾐﾅｰ（3回目）  6：30～6：45 

 〃 サバイバル術を学ぼう！（家庭） 8：30～13:00 

 11日（水） 交通安全協会角野支部理事会 19:00～20:00 

17日（火） 角野校区民生児童委員会 19:00～20:00 

18日（水） 角野分館おはなし会（幼児対象） 10：00～10:30 

 〃 角野校区防災会 19:00～21:00 

 19日（木） 社会福祉協議会角野支部役員会 19:00～21:00 

 20日（金） 揺れるクレイの熱帯魚づくり 10:00～12：00 

 22日（日） 角野校総合防災訓練  8:00～12:00 

 23日（月） 校 区 別 人 権 教 育 市 民 講 座  

（角野小学校体育館） 

19:00～20:30 

 25日（水） 角野校区連合自治会長会 19:00～21：00 

14・21（土） 老人クラブ女性部踊り 13：00～15:00 

 

 

講座名「すべての人の人権のために」 

講師 瀬戸会館指導員 小西 裕久 先生 

★ 日 時  ８月２３日（月） １９：００～２０：３０ 

★ 場 所  角野小学校 体育館 

★ 対 象  校区内の地域住民 

 人権問題を解消し、みんなが幸せに暮らすことができる新居浜     

市を実現するため、自分なりに出来る事を一緒に考えてみる、 

これが人権教育市民講座です。お気軽にご参加ください。        

 

ガラスのペンダントづくり 
  

          

        (8 月～１２月の主な行事) 

①子どもサバイバルキャンプ       ・・・８/８実施 

②角野校区防災訓練          ・・・8/22 実施  

③校区敬老会（9 月）          ・・・未定 

④観月祭（10 月）           ・・・未定 

⑤校区文化祭・小学校音楽会（１１月） ・・・未定 

⑥校区芸能祭（１１月）        ・・・未定 

⑦動物ふれあい教室（調整中）     ・・・実施 

⑧小学校・公民館シェイクアウト防災訓練・・・実施 

 

今年も角野校区連合自治会 

の資金支援による防災頭巾 

が角野小学校 4 年生に贈呈 

されました。今年で６年目 

になり、全校児童数分が 

揃いました！！ 

 

 

 

 

が揃う予定です。 

 

 ち ょ っ と 気 が か り 情 報 

☆ガラスのペンダントづくり（手作りセミナー） 

７月６日（火）に、サンリット グラスワークの仲谷先生

を講師にお招きし、ガラスのペンダントづくりを開催しまし

た。 

いろんな色の四角いガラスを組み合わせて、世界で 1 つの自

分だけのオリジナルペンダントを作りました。 

 ２週間後の焼き上がりが楽しみです♪ 

  

令和 3 年度コミュニティスクール事業スタート 

   ～山根配水場フェンスに壁画を描こう～ 

 令和 3 年度角野校区コミュニュティ事業として、山根配水場の

フェンスに壁画を描くことになりました。 

 イラストレータ SEIKO さん指導のもと、角野小学校・角野中

学校・新居浜南高等学校の生徒さんが 7 枚の壁画を描きます。

SEIKO さんと合作で横山公民館長も壁画ギャラリーの看板を制

作予定です。「子どもが帰ってくるまち角野」を目指した事業とし

て進めています。 

 

 

 

 

 

角野中学校の様子  

 ２年生の美術部員が角野校

区のシンボルとなる建物や橋

を描いています。 

 

南高等学校の様子 

6 月 9 日（火）に関係者の

方々と顔合わせ会を行いまし

た。どのような作品が完成す

るのか、とても楽しみです。 
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角野校区の人口と世帯（令和３年６月末日現在） 

・人 口  １１，４５２   人  （ －４０ ） 

・ 男    ５，３９８   人  （ － ５ ） 

・ 女     ６，０５４   人  （ －３５ ） 

・世 帯    ５，５４０  世帯 （ －２９ ） 
             （    ）内は３か月前との比較 

 

 

角野の地名といわれ 
角野の民話・地名掘り起し実行委員会 

     
 

 
 
 
  

 
私の健康法は、定年後から公民館に 

顔を出すようになったことが、健康作りの始まりでした。 
 
「認知症になっても、安心して住める角野校区づくり」を目指すた
め、すみの見守り・SOS ネットワーク協議会の活動で、資料や新聞
をつくるために「パソコンでの頭体操」と、角野公民館での運営審議
会や防災会や各種団体の活動に参加させていただいての「会話に
よる脳の刺激」などで日々「頭の体操」をさせてもらっていること。 
又、老人会での PPK 体操・ダンベル体操・転倒予防体操の「体

操」、老人会の歩こう会や個人でのえんとつ山登りと自転車による
「体力づくり」を行っています。 
 
このことによって、大好きなゴルフが出来ています。いろいろとス

ケジュールが混んでいる中、月に３・４回のゴルフをいかに行うかと
いうことも「頭の刺激」になっています。 
頭の体操・体力づくりのおかげで、好きなだけの平均的ゴルファ

ーでしたが、2 回目のホールインワンや先日では「８１」と、本人がビ
ックリするほどのスコアーが出ました。 
  
来年から後期高齢者となりますが、今まで同様に 

無理をせず地域ボランティアと体力維持で、 
好きなゴルフがいつまでもできるように、 
頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

生 涯 青 春 
健康シリーズ 17 

北内町 
福田 浩志 

 
体育振興会だより 

第４回囲碁ボール大会 

基盤に見立てた人工芝の専用マットと白黒のボール。ゲー

トボール用のものと同じ形状の木製スティックを用いて「五

目ならべ」を行う。子どもから高齢者まで楽しめるニュース

ポーツです。一緒に楽しみませんか！ 

 

◆ 日 時  ９月５日（日）９：００～ 

◆ 場 所   角野小学校体育館にて  どなたでもＯＫ! 

◆ 締め切り ９月３日（金）   角野公民館まで 

 鹿森（しかもり） 

 マイントピア別子、上部のこんもりとした山を鹿森という。語源には

色々と諸説あるようだがこの地は別子銅山の鉱夫社宅が建っていた場

所で、古くは大永山の一集落があり、狩や農業をして生活していた。 

その頃よりいのししの住む山として猪
し し

森
も り

と言ったが何時の頃からか鹿

に変わって鹿森となった。もちろん昔は鹿もこの地に住んでいた。民話

にでてくる大永山のしし岩もある。 

鳴美（なるみ） 

現マイントピア別子観鉱道の入口付近の川渕をいう。定かでは無い

が鳴美と言う美人の娘が死んだ場所で皆がこの名前で呼んだのがは

じまりといわれている。 

民話に「鳴美渕にひびく平義盛の横笛」があるので参照して欲しい。 

 

 大永山（だいえいやま） 

 鹿森の上部から須領にかける一帯。先住民達が何

時頃から居住したのか分からないが天正時代の須領

の開発から考えてこの地の住民には強い意思があっ

てこの地に永住して子孫の繁栄を計るとの意味から

大永山と名付けたのではないか。 

  

↑ 鹿森・大永山を望む ↑ 現在の鹿森社宅跡 

 

 

 

 巨大地震から命を守るための取り組みの一つとして、家具の

転倒防止があり、新居浜市では高齢者などの世帯を対象に、家

具転倒防止等推進事業を実施しています。この事業では、家具

の固定、ガラスの飛散防止フィルムの施工に係る費用を市が負

担しています。 安全な住まいづくりの第１歩として、是非ご

活用ください。 

＜対象世帯＞ 

市内に在住し、次のいずれかに該当する人のみの世帯とします。 

①６５歳以上の人 

②介護保険法に基づく、要支援１～２、または要介護１～５

のいずれかの認定をうけている人 

③身体障害者手帳 1 級または 2 級を所持している人 

④療育手帳を所持している人 

⑤精神障害者保健福祉手帳を所持している人 

＜内容＞ 

 家具の固定及びガラスの飛散防止に係るフィルム等の材料

費は、各自ご負担していただきます。市が負担する部分は 1

世帯につき、家具固定３点・ガラス飛散防止フィルム 4 枚の施

工に係る費用となります。 

＜申込＞ 

家具転倒防止等推進事業申請書に必要事項を記入し、危機管理

課へ提出してください（郵送可）。 

詳細は、危機管理課までお問合せください。 

           

新居浜市役所 市民環境部 危機管理課  

       TEL：65-1282  FAX：33-5180 

       E-mail：kikikannri@city.niihama.lg.jp 

 

 

家具を固定し地震被害を防ぎましょう！ 
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